
地域の参加による緩衝帯整備

●活動事例●

小布施町 雁田地区の取り組み

長野地域野生鳥獣被害対策チーム



●小布施町の鳥獣害の課題（１０年前まで）

• ニホンザルの被害が大きい

• 国庫事業で電気柵を設置するも管理不徹底
（地元の関わりが希薄）

• イノシシが増え、サル用対策では対応できな
くなったのに電気柵をそのままにしていた

• 正しい獣害対策の知識が普及されていない

（耕作地横や山間地に廃果、野菜くずを廃棄、
ニホンザルは捕殺する など）



①エサ（誘引物）



手入れのされない植林地、好き放題
伸びた竹林は獣類の通路や隠れ場所

放置されたクリ等が
里に動物を誘引する

①エサ（誘引物）

③やぶ（隠れる場所）

②人気の無さ

里の森林の放置



②人気の無さ

③やぶ（隠れる場所）



●最初の電気柵





●調査、研修会の開催



●電気柵の改修・工夫、環境整備

下
部
の
ネ
ッ
ト
の
改
修
、
２
重
に



区の方と既存のサル用柵をイノシシ併用型へ改修、試作設置



激辛ネット（冬期）

刺激のあるネット（設置直後）



緩衝帯整備（ボランティア）



ある程度の太さの雑木
（葉を茂らすもの）は残
す（電気柵周辺は伐採）

H２２



H１７の緩衝帯（すべて刈り払っている）

H１７



●モンキードッグの導入



●わな講習会（町開催）

講師：地元猟友会員



●新しい
栽培

（酸果おう
とう）


